
【
家
の
周
囲
を
チ
ェ
ッ
ク
】

▼
屋
根
瓦
の
割
れ
・
ず
れ
な
ど
は
な
い
か

▼
側
溝
・
雨
ど
い
が
、
土
砂
や
落
ち
葉
で
詰

ま
っ
て
い
な
い
か

【
家
族
で
防
災
会
議
】

▼
家
族
の
役
割
分
担
を
決
め
て
お
こ
う

▼
避
難
所
・
避
難
経
路
を
確
認
し
よ
う

▼
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
こ
う

▼
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
の
使

い
方
を
確
認
し
よ
う

【
避
難
す
る
と
き
は
】

▼
非
常
持
出
品
（
＝
右
表
）
を
忘
れ
ず
に

▼
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
ひ
も

で
締
め
ら
れ
る
運
動
靴
を
履
こ
う

▼
近
所
の
人
に
声
を
掛
け
、
で
き
る
だ
け
集

団
で
避
難
し
よ
う

▼
外
に
出
る
の
が
危
険
な
と
き
は
、
家
の
２

階
以
上
へ
「
垂
直
避
難
」
を

【
問
合
せ
先
】

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
（
☎
６４
・
１
３
０
７
）

市
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人「
人
・

家
・
街 

安
全
支
援
機
構
」
は
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
専
門
家
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
開
き
ま
す
。

会
場
で
は
、
耐
震
診
断
の
申
し
込

み
も
で
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
印
鑑

と
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
書
類
（
住
宅
の
建
築
確
認
通
知
書

な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
に
ち
】

９
月
２８
日
㈰

【
場
所
】

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

【
講
演
】

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
２０
分

テ
ー
マ
＝
▼
京
田
辺
市
で
予
想
さ

れ
る
大
地
震
と
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
・
具
体
的
な
補
強
方
法
に
つ
い

て
▼
耐
震
化
に
関
す
る
助
成
制
度
に

つ
い
て

【
個
別
相
談
】

時
間
＝
午
前
１１
時
２０
分
～
正
午

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
か
℻
で
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
人
・

家
・
街 

安
全
支
援
機
構
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
先
】

▼
人
・
家
・
街 

安
全
支
援
機
構

（
☎
０
１
２
０
・
２
６
３
・
１
５
０
、

℻
０６
・
６
４
５
６
・
１
０
７
３
）
▼
開

発
指
導
課
（
☎
６４
・
１
３
４
１
）

8 月 9 日、気象庁・京都府からの土砂
災害警戒情報の発表に伴い、市は避難勧
告を発令し、多くの人が避難しました。

市は非常食・医薬品などを備蓄してい
ますが、十分な量ではありません。本格
的な台風シーズンを前に、各家庭での「備
え」を見直してみましょう。

８
月
８
・
９
日
、
大
地
震
を
想
定
し

た
避
難
所
一
泊
体
験
を
田
辺
東
小
学
校

で
行
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

関
係
機
関
の
職
員
な
ど
約
６０
人
が
参

加
。
避
難
所
の
設
営
作
業
を
体
験
し
、

災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
事
態
へ
の
対
応

方
法
な
ど
、地
域
の
力
で
助
け
合
う「
共

助
」
を
学
び
ま
し
た
。

親
子
で
参
加
し
た
矢
野
里
志
さ
ん

（
４１
）
は
、「
こ
う
い
う
体
験
は
自
分
の

住
む
地
域
で
で
き
る
の
が
一
番
。
他
の

地
域
に
も
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
、息
子
の
空
祈
く
ん
（
９
）

も「
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
ち
そ
う
」

と
、
貴
重
な
体
験
に
充
実
し
た
表
情
で

し
た
。

居住スペースが整ったら夕食。節水の
ため、食器はラップで覆って使います。

水
分
を
瞬
間
的
に
固
め
、
１
回
使
う
ご
と
に
燃
や

す
ご
み
と
し
て
処
分
で
き
る
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
。

最低限のプライバシーを守る間仕切り。工具なしで簡単に組み立てられます。

午後10時30分、床に段ボールなどを敷いて就寝。


